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平成 23 年 11 月 17 日 



日本臨床検査専門医会 平成 23 年度第三回全国幹事会議事録 

 

開催日時：平成 23 年 11 月 17 日（木）12 時 30 分～13 時 30 分 

開催場所：岡山コンベンションセンター 2 階 201 会議室 

出席者 ：渡辺 清明会長、佐守 友博副会長、渡邊 卓副会長、土屋 逹行、

村田 満、矢冨 裕、山田 俊幸、東條 尚子各常任幹事、 

安東由喜雄、尾崎由基男、康 東天、木村 聡、熊坂 一成、 

幸村  近、小柴 賢洋、諏訪部 章、田窪 孝行、前川 真人、

三井田 孝、各全国幹事、高木 康、水口 國雄各監事 

欠席者 ：小田桐恵美、北島 勲、三家登喜夫、日野田裕治、舩渡 忠男、 

松尾 収二、満田 年宏、宮澤 幸久、盛田 俊介各全国幹事 

事務局 ：藤本 梨恵                     （敬称略） 

  

定刻、渡辺 清明会長は議長席につき、本年末で会長としての任期が満了す

る旨挨拶があり、これまでの活動に際しての各役員、幹事の協力に対し謝辞が

述べられた。挨拶の後開会を宣し、議案の審議に入った。 

 

審議事項 

第一号議案 議事録署名人選任について 

 渡辺 清明議長は本会の議事録署名人の選任を議場に諮ったところ満場一致

をもって次のものを選任した。 

 

 議事録署名人 安東由喜雄、三井田 孝各全国幹事 

 

第二号議案 平成 24・25 年度会長・監事選挙の結果について 

議長は、会則第 16 条に従い、平成 24・25 年度の会長および監事選挙の結果

を東條庶務・会計幹事に発表させ、満場一致をもってこれを承認した。 

 

記 

会長 佐守 友博 

監事 土屋  逹行 

    髙橋 伯夫 （敬称略） 

以上 

  

渡辺 清明会長より、現在の会則では、選挙結果を全国幹事会ならびに総会

で審議することになっている。選挙結果は審議ではなく報告すべきものであり、



会則改定が望ましい。本件は佐守次期会長に一任したいと説明があった。 

 

第三号議案 平成 24 年度予算案について 

議長は、平成24年度の予算案について、その詳細を東條庶務・会計幹事に説

明させた。収入は、会員会費を100％徴収見込みとした。GLMセミナーを実施し

ないため日本臨床検査医学会からの補助金はなくなった。支出では、要覧印刷

代を計上し、通信費を減額したと説明があった後、以上を議場に諮った。 

高木康監事より、通信費の削減根拠について質問があった。これに対し、東

條庶務・会計幹事より、事務局では経費削減を心がけており、平成23年度通信

費の執行状況から減額可能と判断したと説明があった。 

木村聡全国幹事より、要覧は、来年度日本臨床検査医学会の会員名簿の発刊

と重なる。両方に属する会員が多いため、発刊時期はずらした方がよいとの意

見があった。要覧の発刊は隔年とするかを審議した結果、専門医会の要覧は情

報量が多く使いやすいという意見が多く、従来通り隔年の発刊が承認された。

次期発刊について議場に諮ったところ、来年度は日本臨床検査医学会の会員名

簿と重なるため、要覧発刊を平成25年度とし、要覧に予定した予算は予備費と

することで全員異議なく承認可決した。なお、予算案については、本議事録の

末尾に添付する（資料１）。 

 

第四号議案 名誉会員、有効会員の推薦について 

 議長は、平成24年度の名誉会員、有効会員の推薦について、その詳細を土屋資

格審査・会則改定委員長に説明させた上、これを議場に諮ったところ、全員異議なく

承認可決した。 

 

 名誉会員の推薦  森 三樹雄 

有功会員の推薦  中島 伸夫 (敬称略) 

 

報告事項 

１． 平成23年度中間会計報告 

 東條 尚子庶務・会計幹事より、平成23年度中間会計報告（1月1日から9月30

日まで）について説明があった。収入においては会員会費の納入率が75％と低

い。また、今年度よりGLMセミナーを中止したため日本臨床検査医学会からの補

助金はなくなった。支出では、振興セミナーで国外から講師を招聘したため旅

費相当分が予算額を超えたと説明があった。なお、中間決算報告については、

本議事録の末尾に添付する（資料２）。 

 



２． 日本臨床検査専門医会 講演会について 

議長は、東條 尚子庶務・会計幹事に、第 39 回日本臨床検査専門医会総会に

おける講演会の講演内容について報告させた。 

 

記 

日時：平成 23 年 11 月 17 日（木）午後 2時 10 分から 3時 

場所：岡山コンベンションセンター 2 階 レセプションホール 

講演内容：日本における専門医制度の現状と今後の動向 

座長：渡邊 卓教授（杏林大学病理系専攻臨床検査医学分野） 

演者：橋本 信也先生（医療教育情報センター理事長） 

以上 

 

３． 各種委員会ならびにワーキンググループ報告 

①  情報・出版委員会 

矢冨 裕情報・出版委員長より、LabCP、JACLaP News、WIRE は順調に発刊し

ていると説明があった。  

JACLaP News の「会員の声」はベテラン専門医の協力により原稿収集は好転し

ている。若手医師は依頼に応じてくれない場合が多い。若手の声は大事であり、

所属の教授あるいは部長を通じて原稿依頼をすれば執筆率の向上が望まれるの

で、この方法をとりたい。通常の原稿依頼法とは異なるため、幹事会で検討い

ただきたいと説明があった。議場に諮ったところ全員異議なく承認された。 

 

② 教育研修委員会 

 山田 俊幸委員長より、平成 24 年度の活動予定として、生涯教育講演会なら

びに教育セミナー（案）について報告があった。生涯教育講演会は第 22 回春季

大会に連動して懇親会の前に開催する。講義形式の教育セミナーは、教育研修

委員会が主催し、都心で講義室を借用する形態にする。また、会員数増加方策

ＷＧの成果でもあった、試験用ではない、会員を対象としたグループ学習形式

のセミナー（Advanced セミナー（仮称））の是非につき、明後日の委員会で審議

の後、アンケート調査を実施し、内容をつめていきたいと報告があった。 

 

記 

第2回生涯教育講演会 

開催日時：平成24年3月23日（金） 2時間 

開催場所：山口大学医学部第三講義室（予定） 

≪プログラム≫ 



１）「震災・原発事故と対応（仮題）」 

福島県立医科大学感染制御・臨床検査医学 今福 裕司先生 

２）「病理検査のリスクマネージメント－乳癌診断を中心に（仮題）」 

日本医科大学附属病院病理部 土屋 眞一先生 

 

第80回教育セミナー（講義形式セミナー） 

開催日時：平成24年4月29日（日）（予定） 

開催場所：東京医科歯科大学 

 

第81回教育セミナー（実技形式セミナー） 

開催日時：平成24年5月20日（日）(予定) 

開催場所：自治医科大学 

     

③ 資格審査・会則改定委員会 

 土屋 達行委員長より、特になしと報告があった。 

 

④ 渉外委員会 

 佐守 友博委員長より、平成 23 年 7 月 22 日に実施した第 28 回臨床検査振興

セミナーについて報告があった。 

 臨床検査振興協議会 広報担当理事（佐守 友博委員長が兼務）から、「臨床

検査の日」の啓発活動として行われた、毎日放送ラジオ「秋まつり 2011」イベ

ント協賛（11 月 3 日）、中野法人会「セーフティ教室＆講演会」協賛（11 月 5

日）、「臨床検査の日記念講演会」（11 月 11 日）に、臨床検査専門医会から多数

協力ならびに参加が得られたことに対し、謝辞が述べられた。 

 

⑤ 保険点数委員会 

 渡辺 清明委員長より、平成 24 年度診療報酬改定にむけ、内保連を通じて以

下の提案書を厚労省に提出し、9月 8日（木）に厚労省保険局医療課のヒアリン

グを受け、主要項目の説明をした。今後、さらに増点に向け活動を続けていく

と報告があった。 

 

記 

平成 24 年度診療報酬改定 提案項目 

１． 生理機能検査管理加算（未収載項目） 

２． 血液採取（既収載項目） 

３． 末梢血液像（既収載項目） 



４． 尿沈渣顕微鏡検査およびフローサイトメトリー法による尿中有形成分

測定（既収載項目） 

５． 染色体検査（既収載項目） 

６． 悪性腫瘍遺伝子検査（既収載項目） 

７． 時間外緊急院内管理加算（既収載項目） 

８． 血液細胞核酸増幅同検査（既収載項目） 

９． 免疫関連遺伝子再構成（既収載項目） 

１０． UDP グルクロン酸転移酵素遺伝子多型（既収載項目） 

１１． WT１mRNA 核酸増幅検査 

１２． サイトケラチン（CK）19ｍRNA（既収載項目） 

以上 

 

東條 尚子庶務・会計幹事から、内保連生体検査 WG の提案書について以下の

報告があった。本会をはじめとする加盟学会の協力を得て生体検査の有用性調

査ならびに、特に有用性の高い項目についてコスト調査(呼吸機能検査、心臓カ

テーテル検査、睡眠時無呼吸検査、トレッドミル・自転車エルゴメータなど)が

行われた。それを踏まえて増点要求を取りまとめ、内保連からの提案書として、

厚労省保険局医療課に提出した。 

 

⑥ 専門医数増加方策検討 WG 

木村 聡 WG 委員長より、学会ホームページに「活躍する検査医（女医さんな

ど）」の事例を掲載する計画の説明があった。11 月 19 日予定の WG 会議で具体的

な内容を検討する。実際の掲載内容は情報出版委員会でチェックした後、アッ

プロードは事務局で行うことで承認された。 

 専門医試験の練習問題を扱った出版物については日本臨床検査医学会で検討

していただくよう、次回の専門医・管理医審議会に提案することで承認された。 

 

⑦ 専門医広告啓発促進 WG  

村田 満委員長より、本幹事会の後、日本臨床検査医学会の広報委員会と合

同で開催する委員会で今後の方針を決める予定である旨の説明があった。 

 

４．第22回春季大会について 

 日野田 裕治全国幹事欠席のため、代わりに東條庶務会計幹事から開催日程

ならびにプログラム案の報告があった。 

記 

第 22 回日本臨床検査専門医会春季大会 



大会長 日野田裕治 教授（山口大学大学院医学系研究科 臨床検査・腫瘍学

分野） 

開催日時：平成 24 年 3 月 23 日（金）、24 日（土） 

開催場所：山口大学医学部第三講義室、国際ホテル宇部 

シンポジウム（予定） 

1.臨床検査専門医育成のための専門医教育のありかた 

2.遺伝子検査の今後 

以上 

 

５．第 23 回春季大会について 

渡邊 卓副会長（大会長）から、第 23 回春季大会について、会場は東京都内

ではなく、熱海（案）とし、勉強のみならず、情報交換や会員交流の場も設け

た大会にしたいとの提案があり、全員異議なく承認された。 

 

６．平成23年度第一回第二回臨床検査専門医管理医審議会報告 

 東條 尚子庶務・会計幹事より、平成 23年 6月 18 日に開催された第一回、8

月 19日に開催された第二回日本臨床検査医学会 臨床検査専門医審議会におい

て、以下のように規定が改定される旨の報告があった。 

・認定更新制度規定が改定され、日本臨床検査医学会または日本臨床検査専門

医会が主催するリスクマネージメントに関する講習会の出席は 5点となる。 

なお、本年 6 月に開催された第一回生涯教育講演会は改定前のため 10 点であ

る。 

・臨床検査管理医規定が改定され、臨床検査管理医制度の更新規定の関連学会に

「日本臨床検査専門医会」が含まれていなかったため、追加される。なお、平

成 23 年 3 月 27 日の理事会に遡っての改定となった。 

 また、日本臨床検査専門医会から、臨床検査専門医認定試験の実技試験問題の

より良い事後評価方法を検討するよう要望したことに対して、今後、試験問題

の事後評価につき試験委員会で検討することになったと報告があった。 

 

 

 

 

 

 

以上をもって全議案の審議並びに報告を終了したので、議長は閉会を宣し解

散した。 



 

議事録署名人 

 

 平成 23 年 12 月 12 日 

 

安 東  由 喜 雄   印 

 

 平成 23 年 12 月 26 日 

 

三 井 田    孝  印 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


